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多様化する入試とこれからの教育支援 

 

- 総合入試で学生はどう変わったか - 

北海道大学高等教育推進機構  

アカデミック・サポートセンター 

センター長   川端 潤 

2012/03/27 @北海道大学附属図書館講演会 



総合入試と 

アカデミック・サポートセンター (ASC) 

進路・修学支援 

【アカデミック・マップ，進路・修学相談】 

学習支援 

【学習サポート，スタディ・スキルセミナー】 

他大学の学習支援活動等の紹介 
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総合入試と 

アカデミック・サポートセンター（ASC） 
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総合入試を導入した理由 

未成熟な学部・学科選択によるミスマッチの解消 

学問分野の細分化・融合化への対応 

初年次教育における共通教育の充実 
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未成熟な学部・学科選択によるミスマッチの解消（１） 

入学したはいいけ
ど，なんか自分が
勉強したいことと違
うかも・・・ 

○○を勉強するには
●●学部じゃないん
だ・・・もっと考えれば
よかった 

受験期～入試時 １年次 ２年次以降 

一
般
入
試
（○
○
学
部
へ
） 

進
級 

受験期に「学部」を決める方式 

・とりあえず北大に入学 

・自分が学びたいことと所属学部で学べる内容が合わない 

・本当に自分が学びたいことを見出せない 

悩む 

後悔 

やる気低下 

やめたい 

○○を勉強したい。
とりあえず●●学部
にしようかな・・・ 

とりあえず北大に入
ろう。私の成績から
すると△△学部？ 

入学したはいいけ
ど，何を勉強したい
かわからないわ・・・ 

いまだに自分で何
をしたいのかわか
らなくて辛いわ・・・ 
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未成熟な学部・学科選択によるミスマッチの解消（２） 

受験期～入試時 １年次 総合教育部 ２年次以降 

入学後に「学部」を決める方式 

・意欲的に学業・課外活動に取り組み充実した学生生活 

・十分に考え，納得した上で学部等を選択し移行 

・入学後に自分の学びたいことや将来について熟考できる 

満足 
目標達成 

将来への希望 

充実感 

まだ自分が何を勉強
したいのか全然わか
らないわ・・・ 

◇◇が好きで研究も
してみたいけど，ど
の学部に入学すれ
ばいいのかな？ 

？ 

？ 

いろいろ勉強してみ
たけど，□□が一番
楽しい！□□をもっと
勉強できる■■学部
へ移行しよう！ 

◇◇っていろんな学
部で学べるんだ！そ
の中の◆◆学部に
移行しよう！ 

総
合
入
試 

移
行 

自分の一番学び
たいことを■■学
部で学べて充実
しているわ！ 

いよいよ◆◆学部
で◇◇を専門的に
勉強できる！ 
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学問分野の細分化・融合化への対応（１） 

同じ学部でも学科によって学ぶ
内容が大きく異なる 

異なる学部でも同じような内容
が学べる 

学問分野の細分化・融合化 

１年次に上記のことを確認した上で移行する学部・学科の検討が可能 

？ 

生物を

学ぶに
はどの
学部が
いいの
かな？ 

理学部 

歯学部 

農学部 

獣医学部 水産学部 

医学部 薬学部 

工学部 

生物を学べる学部 （主な学部） 

文学部 
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学問分野の細分化・融合化への対応（２） 

経済学部 理学部 

薬学部 工学部 

農学部 水産学部 

２年進級時～３年１学期終了時に 

成績上位者から 

希望の学科・コースに分属 

学部別入試合格者 

総合入試 

文系合格者 

１年次の成績確定後， 

成績上位者から 

希望の学部・学科・コースに分属 

総合入試合格者 ～２２ 

年度 

２３ 

年度～ 

同じ学部でも学科によって 

学ぶ内容が大きく異なるため， 

成績によっては希望しない 

分野に分属されることも 

異なる学部でも同じような 

内容が学べるため，選択肢が
広がる可能性あり 

総合入試 

理系合格者 
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初年次教育における共通教育の充実 

全学教育科目 

学部・学科ごとの
カリキュラム 

学部専門科目 

総
合
入
試 

全学教育科目 

文系カリキュラ
ム 

理系カリキュラ
ム 
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北大の募集単位の概念図 

理
学
部 

工
学
部 

※

医
学
部 

歯
学
部 

水
産
学
部 

前期 
日程  

 

文系学部 

総
合
入
試 

総合入試 

後期 
日程 

文
学
部 

教
育
学
部 

経
済
学
部 

法
学
部 

理
学
部 

※

医
学
部 

保
健
学
系 

歯
学
部 

工
学
部 

農
学
部 

獣
医
学
部 

水
産
学
部 

薬
学
部 

学部別入試 学部別入試 

※ 後期日程の医学部保健学系のうち，放射線技術科学専攻，検査技術科学専攻及び理学療法学専攻のみ実施します。 

３７ １０ ４０ ２０ ８ ２４ ５３ １５ ５０ ４８ １５５ １８ 

理系学部 

文
学
部 

教
育
学
部 

経
済
学
部 

法
学
部 

１１８ ２０ １４０ １４０ １００ 

医
学
部 

歯
学
部 

水
産
学
部 

獣
医
学
部 

２３９ ３０ ２０ １０５ 

選抜群 

数
学
重
点 

物
理
重
点 

生
物
重
点 

化
学
重
点 

１３０ ２３５ ２３５ １７７ 

総
合
科
学 

２５０ 

１,０２７ 

５ ２０ １６ ２３ ４ 

ＡＯ 
入試 

※ ＡＯ入試の医学部のうち，医学系，保健学系看護学専攻及び保健学系作業療法学専攻のみ実施します。 
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総合教育部について 

入試の区分にかかわらず 
「文系」「理系」２種類を基本とするカリキュラム 

学
部
別 

入
試 

理系 

文系 

総
合 

入
試 

学
部
別 

入
試 

総
合 

入
試 

文系 

理系 

入学 

入学 

入学 

入学 

１年次   総合教育部 ２年次以降 各学部等 

進級 

移行 

進級 

移行 

担
任 

副
担
任 

１クラス 
約５０名 

担
任 

副
担
任 

１クラス 
約５０名 

ＡＯ 
入試 

進級 入学 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

（充
実
し
た
進
路
支
援
体
制
）  

文
系
学
部 

文学部 

教育学部 

法学部 

経済学部 

３０ 

２０ 

２０ 

３０ 

理
系
学
部 

理学部 

歯学部 

工学部 

農学部 

獣医学部 

水産学部 

医学部 

薬学部 

２２９ 

１４ 

１０ 

５６ 

５１１ 

１６２ 

５ 

４０ 

本
人
の
希
望
と
１
年
次
の 

成
績
の
評
価
等
に
よ
り
移
行 

学部ごとのカリキュラム 

※ 

※1 人数は，総合入試入学者の移行人数のみ掲載しています（一部の学部を除き，変動する場合があります）。 

※2 学部別入試及びＡＯ入試による入学者は，２年次進級時に学部を変更することはできません。 
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アカデミック・サポートセンター沿革 

アカデミック・サポートセンター  北海道大学 

総合入試導入公表 

2009.10 アカデミック・サポート推進室設立 

（高機能センターE316） 

2010.01 学習サポート開始 

2010.10 アカデミック・サポートセンター設立 高等教育推進機構設置 

2011.02 高等教育推進機構E210へ移転 総合入試実施 

2011.04 進路・修学支援開始 総合入試学生入学 

2012.03 学部・学科等移行 

学習支援，進路修学支援 



12 アカデミック・サポートセンター組織図 

高

等

教

育

推

進

機

構

長

 

学部相談員 （兼務教員、各学部1名以上配置） 

・学部別入試入学者の学部についての相談 

・総合入試入学者の希望する学部についての相談 

アカデミック・インストラクター機能 
 

 
 

  ・基礎科目および汎用的学習スキルに対する学習支援 

   ・教材開発、関連データ収集、スタディ・スキルセミナー開催等 

アカデミック・アナリスト機能 
 

 
 

  ・学習成果、学部等選択に関する調査分析等 

   ・入学者アンケート、入試成績、学部移行後アンケート等の調査 

ＴＡ （本学大学院生、5名） 

高
等
教
育
推
進
機
構
教
育
支
援
部 

 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
（統
括
責
任
者
・兼
務
教
員
） 

事務補助員 （1名） 

各
２
名
で
担
当
す
る
が
柔
軟
に
相
互
連
携 

ス
タ
ッ
フ 

（特
定
専
門
職
員
6
名
） 

学力・学習意欲の向上 

総合入試制度の検証 

教員へのフィードバック 

目
的 

目
的 

アカデミック・アドバイザー （兼務教員、3名） 

・進路相談（学部等選択等の総合的なアドバイス） 

制度の改善 

入試広報へ活用 

授業内容の改善 

アカデミック・ナビゲーター機能 
 

 
  

     ・学生の進路相談等に対応し、必要に応じ他の相談先へ連絡調整 

   ・学部等選択の案内書としてアカデミック・マップ作成等 

学部・学問へのミスマッチの解消 

学生支援の充実 各種学生支援機関との連携 

目
的 



E211 学習サポート・自習室 

E210     ASCオフィス  

フリースペース 13 



進路・修学支援 
【アカデミック・マップ，進路修学相談】 
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–対象： （主に）初年次生対象 

–場所： 高等教育推進機構 E210 

–時間： 10時～17時 (平日) 

–内容： 進路選択や修学上の質問・疑問に対し， 

 ◇ナビゲーターによる基本的な相談 

 ◇アドバイザーによる横断的な相談 

 ◇学部相談員による専門的な相談 

15 

進路・修学相談 
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相談人数 相談時間 (h) 

4月 199 88.8  

5月 16 9.3  

6月 13 4.4  

7月 9 3.3  

8月 13 5.4  

9月 61 25.7  

10月 47 19.6  

11月 6 2.4  

12月 6 2.2  

1月 10 5.8  

2月 42 22.5  

計 422 189.3  

利用状況 

• 第1学期開始時に履修や移行システムに関する相談
が多く寄せられた 

• 総合理系の学生からの相談が多い 

入試形態 

16 

学部別 

24% 

総合入試

文系 

4% 

総合入試

理系 

59% 

ＡＯ入試 

1% 

帰国子

女入試 

1% 

その他 

1% 
未記入 

10% 



相談内容 
A）履修・システム 
・履修上限，自由設計科目，移行点等の履修制度に関する質問 

・～学部に進みたいので，時間割をチェックしてほしい／特定の授業が必要か 

B）学部・学科・研究 
・～学部の概要や学部・学科間での相違点 

・特定の分野を学べる学部 

 ( 流通，生態系，環境，脳，人工生命，原子力etc.) 

C）進路 
・特定学部の就職・進学状況について 

・就職に関する学部間での有利不利 

・教員，公務員，国連職員等になる方法 

D）ミスマッチ 
・総合入試の学生からの他系移行 

・学部別入試の学生からの転学部・転学科 

E）その他 
・海外留学，サークル活動，ASC のセミナー等 

履修・ 
システム 

62% 

進路 

16% 

相談内容内訳 
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履修・システ

ム 

54% 
学部・学科・

研究 

18% 

進路（就

職・進学） 
16% 

ミスマッチ 

5% 
その他 

7% 



相談例 
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Q1）ノーベル賞を取るにはどの学科が有利か？ 

A1）ノーベル賞の取りやすさ（仮にそれがあったとして）よりも、興味のあること
ができそうな学科を探す方がよい。 

Q2）理学部、工学部、保健学科で迷っている。超伝導に興味がある。就職を

考えると工学部、成績的に上位を狙うなら保健か。 
A2）まずは自分の一番勉強したいことができる学科を見つけ、そのあと就職
や成績について考慮しよう。 

Q3）薬学科に行きたいが部活等で時間がとられ成績が良くなかった。薬学科
以外にどこが良いか？ 

A3）応用化学、生物科学（高分子機能）等がある。まずは薬学科を第一目標

にガンバル。移行できなくてもまわり道をしても自分のやりたい分野に近づけ
るよう考えるべき。 



アカデミック・マップ 

北大の学問と研究を学問やキー
ワードごとに整理したマップ 

新入生オリエンテーションで配布 

アカデミック・サポートセンターHP

でダウンロード可能 
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学問分野マップ 

学問分野の細分化・融合化 
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キーワードマップ 

21 

物 

命 人 

マテリアル 
金属 半導体 
セラミックス 強度 
クロスカップリング 

定理・法則 
代数 幾何 解析 
統計 非線形 素粒子 
磁性 超伝導 

土木建築 
都市計画 交通 設計 

原子・分子 
原子核 素粒子 
中性子 電子 宇宙線 

天体 
銀河 恒星 超新星  
天文学 初期宇宙 
惑星 テクトニクス 

電気・機械 
LSI 電子デバイス 
無線通信 GPS 

エネルギー 
発電 原子力 
核融合 バイオ燃料 

土と土地 
地域 移民  
文化人類学 

社会 
経済 財政 
政治 外交 

ことば 
言語学 日本語 
漢字 文学 

歴史 
日本史 西洋史 
東洋史 アイヌ 

教育 
幼児教育 学習援助 
いじめ 自己教育 

世界認識 
哲学 倫理 思想 
論理学 直感 宗教学 

こころ 
心理学 記憶 
認知 脳機能 

災害・防災 
気象 地盤 火災 
火山 水文学 

情報 
インターネット 
データベース 

食料生産 
農業 水産 養殖 
土壌 食品科学 

光と音 
フォトン フォノン 
超音波 音響 

生体工学 
DNA ゲノム NMR 

水 
水圏 海洋 雪氷 

ミクロの世界 
分子 微生物 
ナノテクノロジー 

病理 
ウイルス 感染症 
寄生虫 ガン 

いきもの 
ほ乳類 魚類 昆虫 
動物福祉 畜産 

生命進化 
DNA 自然選択 
育種・品種改良 発生 

環境系 
地球温暖化 気候変動 
海洋汚染 資源保全 

医療 
内科 外科 歯科 獣医 
創薬 看護 抗がん剤 

くらしと健康 
家族 住環境 身体 
生活習慣病 スポーツ 

法と倫理 
法律 権利 倫理学 
裁判員制度 
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アカデミック・マップ（web版） 
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第1回志望調査 

23 

2011年9月末実施 

アカデミック・サポートセン
ターニュース第2号に掲載 

  学部・学科 
移行定
員 

第1希
望 

第2希
望 

第3希
望 

1・2希
望 

1～3希
望 

第1倍率 総倍率 

1 文学部 30 32 29 21 61 82 1.07  2.73  

2 教育学部 20 6 21 32 27 59 0.30  2.95  

3 法学部 20 33 26 14 59 73 1.65  3.65  

4 経済学部 30 18 22 26 40 66 0.60  2.20  

5 理学部 数学 37 20 7 10 27 37 0.54  1.00  

6 理学部 物理 25 28 26 15 54 69 1.12  2.76  

7 理学部 化学 52 19 34 53 53 106 0.37  2.04  

8 理学部 生物科学[生物学] 30 38 45 38 83 121 1.27  4.03  

9 理学部 生物科学[高分子機能学] 35 22 36 62 58 120 0.63  3.43  

10 理学部 地球惑星科学 50 21 25 24 46 70 0.42  1.40  

11 医学部 医学 5 42 12 17 54 71 8.40  14.20  

12 医学部 保健[看護学] 3 0 4 0 4 4 ― 1.33  

13 医学部 保健[放射線技術科学] 2 4 3 4 7 11 2.00  5.50  

14 医学部 保健[検査技術科学] 2 1 2 2 3 5 0.50  2.50  

15 医学部 保健[理学療法学] 1 1 1 2 2 4 1.00  4.00  

16 医学部 保健[作業療法学] 1 1 1 0 2 2 1.00  2.00  

17 歯学部 10 8 6 12 14 26 0.80  2.60  

18 薬学部 薬科学 35 66 80 31 146 177 1.89  5.06  

19 薬学部 薬学 21 81 47 22 128 150 3.86  7.14  

20 工学部 応用理工系[応用物理工学] 39 27 22 36 49 85 0.69  2.18  

21 工学部 応用理工系[応用化学] 55 60 60 66 120 186 1.09  3.38  

22 工学部 応用理工系[応用マテリアル工学] 28 16 34 35 50 85 0.57  3.04  

23 工学部 情報エレクトロニクス[情報工学] 20 16 24 17 40 57 0.80  2.85  

24 工学部 情報工レクトロニクス[コンピュータサイエンス] 20 8 24 18 32 50 0.40  2.50  

25 工学部 情報工レクトロニクス[電子情報] 31 26 12 17 38 55 0.84  1.77  

26 工学部 情報工レクトロニクス[生体情報] 26 9 12 16 21 37 0.35  1.42  

27 工学部 情報エレクトロニクス[メディアネットワーク] 24 28 15 17 43 60 1.17  2.50  

28 工学部 情報工レクトロニクス[システム情報] 21 8 12 20 20 40 0.38  1.90  

29 工学部 機械知能工[機械情報] 45 17 28 16 45 61 0.38  1.36  

30 工学部 機械知能工[機械システム] 45 29 33 26 62 88 0.64  1.96  

31 工学部 環境社会工[社会基盤学] 30 8 17 19 25 44 0.27  1.47  

32 工学部 環境社会工[国土政策学] 30 7 15 17 22 39 0.23  1.30  

33 工学部 環境社会工[建築都市] 34 16 10 14 26 40 0.47  1.18  

34 工学部 環境社会工[衛生環境工学] 37 14 14 19 28 47 0.38  1.27  

35 工学部 環境社会工[資源循環システム] 26 6 21 17 27 44 0.23  1.69  

36 農学部 生物資源科学 27 89 62 43 151 194 3.30  7.19  

37 農学部 応用生命科学 23 37 49 59 86 145 1.61  6.30  

38 農学部 生物機能化学 26 60 59 48 119 167 2.31  6.42  

39 農学部 森林科学 27 35 42 51 77 128 1.30  4.74  

40 農学部 畜産科学 17 25 23 33 48 81 1.47  4.76  

41 農学部 農業工学 23 19 29 21 48 69 0.83  3.00  

42 農学部 農業経済学 19 22 11 24 33 57 1.16  3.00  

43 獣医学部 5 47 9 8 56 64 9.40  12.80  

44 水産学部 海洋生物科学 10 1 4 17 5 22 0.10  2.20  

45 水産学部 海洋資源科学 10 0 0 5 0 5 ― 0.50  

46 水産学部 増殖生命科学 10 0 2 6 2 8 ― 0.80  

47 水産学部 資源機能化学 10 2 3 3 5 8 0.20  0.80  



進路・修学支援（今後に向けて） 

24 

相談事例Q&Aの作成 

•相談事例の蓄積，整理，傾向分析 

•掲示，web公開 

他機関との連携体制の構築・強化 

•ピア・サポート室 

•学生相談室，保健センター等 

•クラス担任，学部相談員 



学習支援 
【学習サポート，スタディ・スキルセミナー】 

25 



学習サポート 

インストラクター・チューターによる個別学習相談 

主に初年次生を対象 

正課とは独立: 主体的学習の支援 

2010年より開始 

26 



チューター 

大学院生TA 

ASC・科目責任者に
よる推薦 

TA研修会・ 
分科会を修了 

27 



学習サポート・自習室 

チューターブース 

自習スペース 

28 



時間割 

29 



昨年度利用状況 

第1学期 全体 1日平均 1時間当たり 1件当たり 

開室日数 73 -- -- -- 

開室時間 384.5時間 5.3時間 -- -- 

利用件数 233 3.2 0.61 -- 

利用人数 280 3.8 0.73 1.2 人/件 

利用時間 146.3時間 2.0時間 (稼働率) 38% 38 分/件 

第2学期 全体 1日平均 1時間当たり 1件当たり 

開室日数 85 -- -- -- 

開室時間 468 時間 5.5 時間 -- -- 

利用件数 292  3.44  0.62  -- 

利用人数 305  3.59  0.65  1.04  

利用時間 229 時間 2.7 時間 (稼働率) 49% 47 分 
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今年度利用状況 

第1学期 全体 1日平均 1時間当たり 1件当たり 

開室日数 78 -- -- -- 

開室時間 429 時間 5.5 時間 -- -- 

利用件数 1072 13.74 2.50 -- 

利用人数 1166 14.95 2.72 1.1 人/件 

利用時間 654.9時間 8.4時間 (稼働率) 153 % 37 分/件 

第2学期 全体 1日平均 1時間当たり 1件当たり 

開室日数 77 -- -- -- 

開室時間 423.5 時間 5.5 時間 -- -- 

利用件数 975 12.66 2.30 -- 

利用人数 1052 13.66 2.48 1.1 人/件 

利用時間 620 時間 8.05 時間 (稼働率) 146 % 38 分/件 

31 



利用状況 （2011/04/18～2012/02/06) 

  全体 1日平均 1時間当たり 1件当たり 前年比 

開室日数 
155日 -- -- -- 

開室時間 
852.5時間 5.5 -- -- 

利用件数 
2047件 13.21 2.4 -- 390% 

利用人数
（延べ） 

2218人 14.31 2.6 1.08 379% 

利用時間 
1275時間 8.23時間 （稼働率）

150% 

37.4分/件 340% 

32 



月別利用状況 
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週別利用状況（平成23年度第1学期） 
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週別利用状況（平成23年度第2学期） 
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科目別利用状況（2011/04/18～2012/02/06) 

36 

数学(1080名) 

42% 

物理(499名) 

20% 

化学(305名) 

12% 

統計学(108名) 

4% 

情報学(54名) 

2% 

英語(43名) 

2% 
他(456名) 

18% 

※複数科目について同時に
利用した場合は重複して集計 



主な相談内容（平成23年度2学期） 

37 

具体的問題の

解答や解説 

51% 教科書や授業

内容の解説 

27% 

学生の解

答の確

認・添削 

14% 

学習法，参考

文献，発展的

内容への助言 

4% 

その他 

4% 



学年別利用状況（2011/04/18～2012/02/06) 

38 

1年 

(2048名) 

93% 

2年 

(111名) 

5% 

3年(25名) 

1% 

4年(12名) 

1% その他(6名) 

0% 

※延べ人数 



学部別利用状況（2011/04/18～2012/02/06) 

39 

70.4  

41.3  

24.8  

33.8  

0.7  

3.9  

4.1  

21.0  

0 20 40 60 80 100

H23利用者数 
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H23入学者数 
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(%) 

※総合教育部1年次生を集計対象とする 



（削除） 
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繰り返し利用回数（2011/04/18～2012/02/06) 

41 

1回(178名) 

42% 

2回(61名) 

14% 

3回(48名) 

11% 

4回(34

名) 

8% 

5-9回(59名) 

14% 

10-19回(36名) 

8% 

20回以上(12

名) 

3% 

平成23年度 

総合教育部1年次生 



利用した理由（利用者アンケートより） 

42 

教員からの

勧め（16名） 
10% 

友人からの

勧め（23名） 
14% 

場所・時間

などの都合

が良い（70

名） 
43% 

チューター

が大学院生

で相談しや

すい（27名） 
16% 

その他

（28名） 
17% 



また利用したいか（利用者アンケートより） 

43 

利用したい

（144名） 
97% 

利用しない

（0名） 
0% 

わからない

（4名） 
3% 



学習サポート（評価と課題） 

学生の多様化に対応する支援 

•2,200名に平均35分の個別対応 

主体的学習の支援 

•学生は（強制でなく）主体的に利用している 

•自覚のない学生には利用されない難点も 

学生から高評価 

•繰り返し利用者が多く，満足度は高い 

•依存度が高くならないよう助言の工夫も必要 

44 



学習サポート（評価と課題） 

正課との連携 

•今後は授業TAとの連携，効果的なフィードバック方法
を検討 

他の支援機関・活動との連携 

•学生相談室：学修困難の学生への対応 

•留学生センター：留学生への周知 

チューターへの教育的効果 

•研修と評価法の改善が必要 

45 



学習サポートまとめ 

総合入試で多様化する修学を支援 

高稼働率・高満足度 

活動の評価やフィードバックが課題 

46 



スタディ・スキルセミナー 

• 効果的な学習スキル
をセミナー形式で紹介 

• 主に1,2年次対象 

• 講師: インストラクター 

• 合計81名が参加 

(昨年度は 67名) 

47 



スタディ・スキルセミナー 

1学期（5月～6月） 

48 

ノートの取り方 + タイムマネジメント 

レポートの書き方 

情報リテラシー 

プレゼンテーションの方法 



スタディ・スキルセミナー 

2学期（10月～11月）：レポートの書き方セミナー 

49 

序論には何を書くか 

「説明する」とは何をすることか 

論理的な書き方とは 



50 



スタディ・スキルセミナー（今後に向けて） 

51 

オンライン化 

高学年向けセミナーの実施 

図書館等との協力・連携 



学生相談室受付 

（予約受付等） 
《健康相談》 

専門医 

カウンセラー 

・月-金 

・保健センターで
対応 

《学生による気軽な相談》 

北海道大学の先輩方が
相談員 

・週3回 14：00-18：00 

《 進 路相談 》  

アカデミック・ナビゲーター（特定専門職員） 

《学習サポート》  

アカデミック・インストラクター （特定専門職員） 

《データに基づく進路相談》  

アカデミック・アナリスト （特定専門職員） 

・月-金 9：00-17：00  

  E棟オフィススペース・学習スペースで対応 

学生サポート《相談の流れ》 

学         生 

《悩み・問題相談》 
臨床心理士、教員等 

・月-金 10：00-17：
00 

・予約により対応 

 《学部に関する相談》 

学部相談員（仮称：各学部相談教員、各学部1名以上）  

 ・各学部もしくはN棟個別相談スペースで適宜対応 

《総合的な進学相談》 

アカデミック・アドバイザー （兼務教員：学内3名程
度） 

 ・週1回半日程度 N棟個別相談スペースで対応 

アカデミック・ナビゲーター、イン
ストラクター、アナリストが相談対
応 

学部の詳細等
の相談の場合 

保健センター 

• 修学や友人関係
等、様々な悩み、
問題に対する「何
でも相談」室 

相談内容により適した室を紹介 

• 学生生活に関する悩
み相談 

ピア・サポート室 

（情報教育館2階） 

学生相談室 

（高等教育推進機構 
N棟1階） 

 

総合的なアド
バイスの場合 

アカデミック・サポートセンター 

（高等教育推進機構E棟2階・N棟1階） 

•学部・学科決定にかかる進路相談等 

•学習サポート 

•調査分析による学習支援 

 
相談内容により適した室を紹介 

クラス担任等・授業担当教員 

• 内科診療 

• 精神衛生相談 

• カウンセリング 

• 健康相談 

• 歯科相談 

相談内容により適した室を紹介 

連携 連携 
連携 

52 
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現在の
ASC 

将来像 

進路選択支援機能 
（ナビゲーター2名） 

データ分析機能 
（アナリスト2名） 

アドバイザー、学部相談員、学
生相談室、ピア・サポート室等
との協働 

個別相談情報の蓄積・整理と
クラス担任へのフィードバック 

学習サポート情報の教員への
フィードバック、ウェブでの公開 

留学生や学部生・大学院生へ
の学習サポートの充実 

連 

 

 

 

 

携 

課題 

追跡調査や各種データの解析
による総合入試やASCの活動
の検証と情報のフィードバック 

アドッミションセンターや高等
研究部等との協働体制の確立 

主に総合入試 

新入生対象 

効率化・合理化したサポート 

学習支援機能 
（インストラクター2名） 

新たに期待される成果 

全学的な教育環境の高度化 

による大学基礎力の向上 

進路相談機能の合理化、ウェ
ブによる公開情報の充実 

学内学生支援機能の有機的接
続のコーディネート 

修学支援機能の全学的な拡
充、留学生や学部生・大学院生
の修学支援体制の確立 

学習サポート情報のフィード
バックと教員やTAとの連携によ
る授業改善 

入試制度やカリキュラムの改善 

データ分析機能の効率化 

アカデミック・マップの刷新と
ウェブによる公開情報の精査 

教材・教科書の検証と改善、
自習用教材開発、ICTの活用
法の提案、授業TAとの連携 

53 
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その他の活動 

広報・講演会等 

• 北大ソウル大合同シンポジウム、札幌南高等学校大学研究講演会、
高等学校と大学の連携に関する研究会、全国大学教育研究センター
等協議会総会、 GSI 研修会などで講演 

• クラス担任会議、科目責任者会議などで活動報告 

• 高等センターニュース、ニュースレターNo. 81～87に記事掲載 

• ASCリーフレット、アカデミック・サポートセンターニュースなどの発行 

• 学生生活の手引き、総合教育部便覧、クラス担任マニュアル、北海道
大学総合入試案内、えるむ134・136号などに記事掲載 

来客・来室 
• 他大学からの視察 5件（前年度6件）：千葉大学付属図書館長、立命
館大学接続教育支援センター長、立命館大学理工学部副学部長、弘
前大学21世紀教育センター副センター長、同志社大学教育開発セン
ター事務長、など 

• 新聞・雑誌の取材 3件：読売新聞、週刊東洋経済、北海道新聞 

• 北大内の他機関からの訪問 5件（前年度1件）：リテラポプリ、附属図
書館、総合博物館、サステナビリティ・ウィーク、キャリアガイドブック 

ASCのサポート体制を
積極的にアピール 

学内外から高い関心
を集める 
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他大学での学習支援の様子 
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多くの大学で取り組み（ごく一部） 
大学 実施 概要 開始時期 

東北大 理学部キャンパスライフ
支援室 

TAによる学習サポート 2004 

東京大 

 

学生相談室/初年次活
動センター 

TA，JTAによる学習相談，
言語カフェ 

2005? 

九州大 学生相談室，附属図書
館 

図書館学習サポーター，
新入生サポーターなど 

2009 

名古屋大 附属図書館ラーニング・
コモンズ 

院生サポートスタッフによ
る学習相談，ミニ・レク
チャー，リファレンス対応 

2009 

大阪大 附属図書館ラーニング・
コモンズ，大学教育実
践センターガイダンス室 

図書館TAによる学習相

談・講習会，学習アドバイ
ザーによる学習相談 

2010 

• 「新しい時代における教養教育の在り方について」（2002） 
• GP等による支援（2003～） 
• 「学士課程教育の構築に向けて」（2008） 
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正
課
授
業
と
の
関
わ
り 

主
体
的
学
習
と
の
関
わ
り 汎用的 

スキル 

授業外 

学習 

授業 

内容 

学習支援のタイプ 

A

S

C 

正課と接続 

した支援 

正課と連携
した支援 

正課と独立
した支援 

図
書
館 

正
課 
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正課と接続した学習支援 

典型的な特徴 

性格 能動的支援 

目的 授業内容の理解，習得 

方法 補講・補習，授業課題に対するサポート 

実施 正課授業の教員やTA 

対象 授業履修者 

利点 授業と整合，直接的効果，責任が明確 

難点 学生の主体性を発揮させる工夫，正課の負担 
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正課接続型：島根大学 

メンター制度：院生によるサ
ポート 

授業内質問受付，授業課題
作成 

授業外質問受付，学習室で
のサポート 

成績による効果測定 

59 

（写真削除） 

島根大学 メンター制度 活動報告書より 



正課接続型：大阪府立大 

授業担当教員が対応する個
別質問受付。一部TAも活用 

講義棟内で実施 

小テストの採点・再提出と連
動 

Web教材の活用など複合的
取り組み 

60 

（写真削除） 

2010年度 IDE 大学セミナー 報告書より 



正課と連携した学習支援 

典型的な特徴 

性格 補完的支援 

目的 授業外の主体的学習を支援 

方法 個別対応によるアドバイス等 

実施 学生支援機関のTA等 

対象 全学生 

利点 主体的利用，TA教育，正課へフィードバック 

難点 効率，直接的効果，授業と不整合の恐れ 
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正課連携型：東京女子大学 

図書館学習コンシェルジェ
による学習支援 

論文，レポートの支援 

卒論関係の支援内容は指
導教員へフィードバックも 

複数の学生アシスタント活
動の一環 

システム・サポーター， 

学習コンシェルジェのスペース 
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正課連携型：金沢工業大学 

教員等による多様なプログラム 

チューター制度，学習支援デスク 

ライティングセンター 

数理リテラシーパスポートプログラ
ム 

e-Learning，おタスケケータイ 

（写真削除） 
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正課と独立した学習支援 

典型的な特徴 

性格 間接的支援 

目的 汎用的スキル獲得，基礎力向上 

方法 イベント，セミナー，個別相談等 

実施 院生，学部生，職員等。図書館の例も増加傾向 

対象 全学生 

利点 修学・学習全般の支援，基礎力の底上げ 

難点 成果評価に工夫が必要 
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正課独立型：愛媛大学 

スタディ・ヘルプ・デスク
（SHD） 

大学院生アドバイザーによ
る学習相談 

学習内容とスタディ・スキル
へのサポート 

自習室を兼ねる：自習教材
の提供 
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（写真削除） 

愛媛大学 スタディ・ヘルプ・デスクの 

ウェブサイトより 



正課独立型：名古屋工業大学 

先輩のいる学習室 

ピアサポーターによ
る学習支援 

教員（学習相談員）
によるサポートもあり 
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（写真削除） 

名工大ピアサポート 先輩のいる学習室の 

ウェブサイトより 



教育先進国アメリカでは… 

TAによる授業：TF，GSIなど 

•TF/GSIがオフィスアワーを持つ：必然的に授業接続型
の授業外対応が整備 

アカデミック・ライティング 

•ほとんどの大学にライティング・センター 

ラーニング・コモンズ 

•チューターや専門職員も充実 

67 



図書館学習支援 

1. 学習環境整
備（ラーニング・
コモンズ） 

•施設，設備，物的
資源 

• ICT 

2. 人的支援 

•学生によるサポー
ト 

•専門職員による
サポート 

3. 連携・ハブ化 

•アクティブ・ラーニ
ング型授業 

•セミナー，ワーク
ショップ，カフェ，
他機関連携イベン
ト 
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図書館学習支援の例 

大学 人的支援 イベント（一部） 

お茶大 LA，LiSA キャリアカフェ，進路相談 

ICU WSDチューター WSDワークショップ 

東京女子大 各種学生アシスタント ガイダンス等 

千葉大 ALSA アカデミック・リンク・セミナー 

名古屋大 院生サポートスタッフ ミニ講座，レポート講座 

大阪大 図書館TA レポート講座，話し方講座 

筑波大 チューター 進路相談 

新潟大 LA ビブリオクロス 

上智大 大学院生スタッフ ラーニング・コモンズ・セミナー 

法政大 学習アドバイザー レポート作成講座 
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図書館ASC連携の可能性 

人的支援での連携 

•ライティング・チューター，学習相談チューター
の派遣 

イベント開催での連携 

•共催ワークショップ，セミナー：情報リテラ
シー，スタディ・スキル 

•アカデミック・カフェ：学部共催イベントなど 
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ご静聴ありがとうございました。 
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